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50. 2001 鄭 浩柄, 小川 力, 南 康範, 文 艶玲,  末富洋一郎, 遠田弘一, 川崎俊彦, 

汐見幹夫, 由谷逸朗, 北野雅之, 中里 勝, 松井繁長, 中岡良介, 福田信宏, 

石川恵美, 市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 工藤正俊: 

長期間ラミブジンを投与中の B型慢性肝炎の 1例.  第 2回関西 B型肝炎研究

会.  ガーデンシティ−クラブ大阪, 平成 13 年 7 月 28 日. 

 

51. 2001 石川恵美, 文 艶玲, 小川 力, 南 康範, 末富洋一郎,  鄭 浩柄, 遠田弘一, 

川崎俊彦, 汐見幹夫,  由谷逸朗, 北野雅之, 中里 勝, 松井繁長, 中岡良介, 

福田信宏,  市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 川端久美子,  

桑口 愛, 江口真弓,  前川 清, 工藤正俊: 肝炎症性腫瘤の 1 例.  日本超音

波医学会第 22 回関西地方会, 国立京都国際会館, 平成 13 年 9 月 1 日. 

 

52. 2001 小川 力, 南 康範, 鄭 浩柄, 文 艶玲, 末富洋一郎, 遠田弘一,   川崎俊

彦, 汐見幹夫,  由谷逸朗, 北野雅之, 中里 勝, 松井繁長, 中岡良介, 福田信

宏,  石川恵美, 市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 川端久

美子,  桑口 愛, 江口真弓,  前川 清, 工藤正俊: 人工胸水併用造影ハーモ

ニックガイド下 RFA 治療の試み.  日本超音波医学会第 22 回関西地方会, 国



立京都国際会館, 平成 13 年 9 月 1 日. 

 

53. 2001 岡田無文, 川崎俊彦,文 艶玲, 小川 力, 南 康範, 末富洋一郎,  鄭 浩柄, 

遠田弘一,  汐見幹夫,  由谷逸朗, 北野雅之, 中里 勝, 松井繁長, 中岡良介, 

福田信宏,  石川恵美, 市川 勉, 乾 絹代,  北口容子, 豊澤晶子, 川端久美

子,  桑口 愛, 江口真弓,  前川 清, 工藤正俊: 画像診断にて脾血管腫が強

く疑われた 1 症例.  日本超音波医学会第 22 回関西地方会, 国立京都国際会

館, 平成 13 年 9 月 1 日. 

 

54. 2001 福田信宏,  北野雅之, 文 艶玲, 小川 力, 南 康範, 末富洋一郎,  鄭 浩

柄, 遠田弘一, 川崎俊彦, 汐見幹夫,  由谷逸朗, 中里 勝, 松井繁長, 中岡良

介, 石川恵美, 市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 川端久

美子,  桑口 愛, 江口真弓,  前川 清, 工藤正俊: Levovist 静注 Coded Harmonic 

Angioによる Gastro-intestinal stromal tumor (GIST)像の検討.  日本超音波医学会第 22

回関西地方会, 国立京都国際会館, 平成 13 年 9 月 1 日. 

 

55. 2001 南 康範,  工藤正俊: 教育講演「血流で何が解るか−造影ハーモニックイメ

ージング」.  日本超音波医学会第 22 回関西地方会, 国立京都国際会館, 平成

13 年 9 月 1 日. 

 

56. 2001 松井繁長, 工藤正俊, 井上良一, 中岡良介, 北野雅之, 川崎俊彦, 汐見幹夫:  

部分的脾動脈塞栓術後内視鏡的治療が奏効した十二指腸静脈瘤出血の 1 例.  

第 8 回門脈圧亢進症学会総会, 平成 13 年 9 月 7-8 日, 金沢. 

 

57. 2001 中岡良介, 北野雅之, 工藤正俊: シンポジウム「消化器疾患診断における最先

端（消化管）」: EUS 下穿刺及び造影併用超音波内視鏡診断の有用性.  第 75

回日本消化器病学会近畿支部例会, 大阪国際交流センター, 平成 13 年 9 月 8

日. 

 

58. 2001 小川 力, 川崎俊彦, 市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 

石川恵美, 乾 可苗, 福田信宏, 末富洋一郎, 南 康範, 鄭 浩柄, 中岡良介, 

松井繁長, 北野雅之, 由谷逸朗, 汐見幹夫, 工藤正俊: 肝血管腫に類似した画

像所見を呈した肝細胞癌の 1 例.  第 75 回日本消化器病学会近畿支部例会, 



大阪国際交流センター, 平成 13 年 9 月 8 日. 

 

59. 2001 末富洋一郎, 松井繁長, 北口容子,  豊澤晶子, 乾 絹代, 岡田無文,市川 勉, 

石川恵美,  小川 力, 福田信宏, 南 康範, 鄭 浩柄, 中岡良介, 北野雅之, 

由谷逸朗, 上硲俊法, 川崎俊彦, 汐見幹夫, 工藤正俊: 肝細胞癌（HCC）に対す

るラジオ波（RFA）後に十二指腸穿通をきたした一例.  第 75 回日本消化器病

学会近畿支部例会, 大阪国際交流センター, 平成 13 年 9 月 8 日. 

 

60. 2001 鄭 浩柄, 市川 勉, 乾 絹代, 岡田無文, 北口容子, 豊澤晶子, 石川恵美, 

小川 力, 福田信宏, 南 康範, 末富洋一郎,  中岡良介, 中里 勝, 松井繁長, 

北野雅之, 由谷逸朗, 川崎俊彦, 汐見幹夫, 工藤正俊: 生体豚肝を用いたラジ

オ波焼灼療法の基礎的検討.  第 75 回日本消化器病学会近畿支部例会, 大阪

国際交流センター, 平成 13 年 9 月 8 日. 

 

61. 2001 田中陽一, 森村正嗣, 米田 円, 辻 直子, 工藤正俊: 肝脾サルコイドーシス

の一例.  第 75 回日本消化器病学会近畿支部例会, 大阪国際交流センター, 

平成 13 年 9 月 8 日. 

 

62. 2001 前川 清, 文 艶玲,  鄭 浩柄, 末富洋一郎, 南 康範, 川崎俊彦, 工藤正

俊: Levovist を用いた超音波造影撮像法 Coded Harmonic Angio (LOGIQ700EXPERT)によ

る肝腫瘍の質的診断.  第 4 回関西超音波造影剤研究会, 平成 13 年 9 月 29 日, 

大阪. 

 

63. 2001 汐見幹夫, 由谷逸朗, 工藤正俊: 消化管内視鏡検査・治療時のインフォームド

コンセント. （シンポジウム II「内視鏡診断・治療のリスクマネージメント」） 

第 67 回日本消化器内視鏡学会近畿地方会, 平成 13 年 10 月 6 日, 大阪. 

 

64. 2001 松井繁長, 中岡良介,工藤正俊: 食道静脈瘤に対する ELSL の有用性.  （ワーク

ショップ I 「食道静脈瘤の治療戦略」）第 67 回日本消化器内視鏡学会近畿地

方会, 平成 13 年 10 月 6 日, 大阪. 

 

65. 2001 北野雅之, 中岡良介,工藤正俊: 消化管粘膜下腫瘍に対する EUS を用いた血行

動態評価および FNA の有用性. （ワークショップ II「消化管粘膜下腫瘍の診



断・治療」）第 67 回日本消化器内視鏡学会近畿地方会, 平成 13 年 10 月 6 日, 

大阪.  

 

66. 2001 鄭 浩柄, 市川 勉, 乾 絹世, 岡田無文, 北口容子, 豊澤昌子, 石川恵美, 

小川 力, 福田信宏, 南 康範, 末富洋一郎, 中岡良介, 中里 勝, 松井繁長, 

北野雅之, 由谷逸朗, 川崎俊彦, 汐見幹夫, 工藤正俊: サイズ, 数ともに増加

傾向を示す多発性肝過形成結節の 1例.  第 7回南大阪肝疾患研究会, 平成 13

年 10 月 12 日.  リーガロイヤルホテル堺, 大阪. 

 

67. 2001 北野雅之, 川崎俊彦,工藤正俊: CHA( Coded Harmonic Angio)モードを用いた造影ハ

ーモニックイメージングによる膵・胆道領域腫瘍性病変の dynamic image.  (パ

ネルディスカッション「膵・胆道領域腫瘍性病変の dynamic image」)第 43 回日

本消化器病学会大会.  平成 13 年 10 月 17 日−20 日, 京都.   

 

68. 2001 松井繁長, 井上良一, 末富洋一郎, 南 康範, 鄭 浩柄,  中岡良介, 由谷逸朗, 

北野雅之, 上硲俊法, 川崎俊彦, 汐見幹夫, 工藤正俊: 食道静脈瘤に対する

EIS・EVL 併用療法(EISL)の評価.  第 62 回日本消化器内視鏡学会総会.  平成 13

年 10 月 17 日−20 日, 京都.   

 

69. 2001 中岡良介, 北野雅之, 松井繁長, 汐見幹夫, 工藤正俊: 消化管間葉系腫瘍の術

前診断における EUS 下穿刺を含めた超音波内視鏡診断の有用性.     第 62

回日本消化器内視鏡学会総会.  平成 13 年 10 月 17 日−20 日, 京都 .  

 

70. 2001 南 康範, 小川 力, 鄭 浩柄, 川崎俊彦, 工藤正俊: Lp-TAE の早期治療効果

判定についてー造影超音波ハーモニックイメージングの有用性. 第 6 回肝動

脈塞栓療法研究会, 平成 13 年 11 月 17 日, 神戸. 

 

71. 2001 北野雅之 , 中岡良介 ,  松井繁長 , 汐見幹夫 , 工藤正俊 : 膵疾患に対する

EUS-FNA および EUS 下造影の有用性 . 第 5 回南大阪肝胆膵懇話会.   平成 13

年 12 月 5 日, 近畿大学医学部附属病院, 大阪狭山市. 

 

IV. 学会発表（海外） 



 

1. 2001 Kitano M, Kishimoto Y, Hakanson R, Haenuki Y, Onoda S, Kudo M, Hasegawa J :  Role of ECL-cell 

histamine in acute gastric mucosal damage induced by ischemia-reperfusion.  Digestive Disease 

Week-2001, Atlanta, Georgia, May 20-23, 2001. 

 

2. 2001 Kudo M, Minami Y, Chung H, Kawasaki T, Wen YL, Kitano M, Maekawa K: Radiofrequency ablation 

(RFA) therapy under harmonic imaging guidance for recurrence of hepatocellular carcinoma (HCC) 

after local therapy.  October 23-26, 2001, Kuala Lumpur, Malaysia.   

 

3. 2001 Kudo M, Minami Y, Chung H, Suetomi Y, Kitano M, Kawasaki T, Maekawa K, Wen YL: 

Characterization of hepatic tumours: Value of coded phase inversion harmonics.  October 23-26, 

2001, Kuala Lumpur, Malaysia.   

 

4. 2001 Kudo M, Minami Y, Chung H, Suetomi Y, Kawasaki T, Maekawa K, Wen YL, Kitano M: Evaluation of 

treatment response after transcatheter arterial embolization mixed with Lipiodol for hepatocellular 

carcinoma: Utility of coded phase inversion.  October 23-26, 2001, Kuala Lumpur, Malaysia. 

 

V. 招待講演・特別講演（国内） 

 

1. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の血流と病態・治療」, 第 27 回肝臓研究会, 経団連会

館, 東京, 平成 13 年 1 月 20 日 

 

2. 工藤正俊: 特別講演「肝腫瘍の血流と病態」, 第 4 回信州肝疾患研究会, 信州大学附属

病院, 松本, 平成 13 年 1 月 26 日 

 

3. 工藤正俊: 特別講演「超音波血流画像による肝細胞癌の血流動態の解析」, 第 7 回肝血

流動態イメージ研究会, 東京商工会議所, 東京, 平成 13 年 2 月 4日 

 

4. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の血流と画像」, 第 90 回名古屋肝疾患研究会, 栄ガス

ビル, 名古屋, 平成 13 年 2 月 17 日 

 

5. 工藤正俊: 教育講演「肝疾患における造影エコー法の実際」, 第 90 回超音波診断法講



習会（日本超音波医学会主催）, パシフィコ横浜, 横浜, 平成 13 年 2 月 18 日 

 

6. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌に対するラジオ波熱凝固療法(RFA)の現況」, 第 16 回神

戸消化器病懇話会, 神戸, 平成 13 年 2 月 19 日 

 

7. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌治療におけるAFP-L3 分画の役割と意義」, OLM（大阪Liver 

Meeting）, 大阪大学第一内科消化器グループ関連病院会議, 大阪, 平成 13 年 2 月 23

日 

 

8. 工藤正俊: 特別講演「肝臓の超音波解剖と超音波診断」, 全国社会保険協会連合会, 平

成 12 年度超音波研究会, 全社連会館, 東京, 平成 13 年 3 月 13 日 

 

9. 工藤正俊: 特別講演「造影エコー法による肝腫瘍の診断と治療」, 備後肝胆膵研究会, 

福山, 平成 13 年 3 月 22 日 

 

10. 工藤正俊: 特別講演「造影エコー法による肝細胞癌の診断と治療」, 第 5 回MRI検討会, 

福島テルサ, 福島, 平成 13 年 4 月 28 日 

 

11. 工藤正俊: ランチョンセミナー「肝細胞癌の診断と治療の最近の進歩:造影エコーから

RFAまで」, 第 37 回日本肝臓学会総会, パシフィコ横浜, 横浜, 平成 13 年 5 月 18 日 

 

12. 工藤正俊: ランチョンセミナー「携帯型超音波の現状と今後の展望」, 日本超音波医学

会, 第 74 回学術集会,横浜, 平成 13 年 5 月 19 日 

 

13. 工藤正俊: 教育講演「造影エコー診断の治療への応用: 治療効果判定・穿刺ガイド」, 第

19 回超音波専門医・検査士セミナー, パシフィコ横浜, 横浜, 平成 13 年 5 月 19 日 

 

14. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌診療の最近の進歩: 造影ハーモニック法からRFAまで」, 

第 41 回山口県肝癌治療検討会, 山口, 平成 13 年 5 月 23 日 

 

15. 工藤正俊: 特別講演「造影エコー法による肝細胞癌の診断と治療」, 第 74 回佐賀肝臓

懇話会, ホテルニューオータニ佐賀, 佐賀, 平成 13 年 5 月 25 日 

 



16. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞診療の最近の進歩: 超音波造影からRFAまで」, 岡山血管

造影・INTERVENTIONAL RADIOLOGY症例検討会(SAIRO)岡山大学放射線科カンファレンス

ルーム, 岡山, 平成 13 年 5 月 26 日 

 

17. 工藤正俊: 特別講演「肝腫瘤性病変の造影超音波診断」, 超音波造影剤学術講演会, 新

大阪シティプラザ, 平成 13 年 5 月 31 日 

 

18. 工藤正俊: ランチョンセミナー「超音波を用いた肝癌治療のstrategy: 造影超音波の肝

癌局所治療への応用」, 第 37 回日本肝癌研究会,  海峡 メッセ下関, 下関, 平成 13 年

6 月 8日 

 

19. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の診断と治療: 最近の進歩」, 日本消化器病学会第 77

回九州支部例会（北野正剛会長）, 別府, 平成 13 年 6 月 16 日 

 

20. 工藤正俊: 特別講演「肝硬変の血流動態: 超音波血流画像解析と病態」, 肝疾患病理研

究会, 東京, 平成 13 年 6 月 21 日 

 

21. 工藤正俊: 特別講演「造影ハーモニック法による肝細胞癌の診断と治療: 最近の新しい

展開」, 超音波クリニカルフォーラム, 野口英世 記念会館, 東京, 平成 13 年 7 月 7日 

 

22. 工藤正俊: 特別講演「造影ハーモニック法による肝細胞癌の診断と治療」, GE 

Ultrasound Clinical Forum, 仙台国際センター, 仙台, 平成 13 年 7 月 14 日 

 

23. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の診断と治療: 最近の新しい展開」, 腹部超音波造影セ

ミナー「Clinical Forum in Nagoya」, 名古屋市吹上ホール, 名古屋, 平成 13 年 7 月

21 日 

 

24. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の局所治療法：ラジオ波治療を中心に」, 津山肝疾患研

究会, 津山鶴山ホテル, 津山市, 平成 13 年 7 月 26 日 

 

25. 工藤正俊: 特別講演「血流動態からみた肝細胞癌の診断と治療」, 第 79 回熊本肝疾患

懇話会, 熊本市医師会館, 熊本, 平成 13 年 7 月 27 日 

 



26. 工藤正俊: 特別講演「造影ハーモニックイメージングの治療への応用」, GE Ultrasound 

Clinical Forum 2001, 毎日新聞オーバルホール, 大阪, 平成 13 年 8 月 4日 

 

27. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌治療の課題−画像診断の立場から」, 第 22 回犬山シンポ

ジウム, 名鉄犬山ホテル, 犬山市, 平成 13 年 8 月 10 日 

 

28. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の診断と治療: 最新情報」, 日本肝臓学会主催, 平成 13

年度肝がん撲滅運動市民公開講座, 堺市民会館, 堺, 平成 13 年 8 月 11 日 

 

29. 工藤正俊: ランチョンセミナー「肝細胞癌の発生・進展と血流動態−造影ハーモニック

法も含めて−」, 第12回日本消化器癌発生学会総会, シェーンバッハ・サボー, 東京, 平

成 13 年 9 月 6 日 

 

30. 工藤正俊: 特別講演「肝細胞癌の診断と治療の最近の進歩−造影エコーからRFAまで」山

梨外科医会, ロイヤルガーデンホテル, 甲府, 平成 13 年 9 月 6日 

 

31. 工藤正俊: ハンズオンセミナー「肝細胞癌の造影ハーモニックイメージングのコツ」新

潟大学病院, 新潟, 平成 13 年 9 月 7日 

 

32. 工藤正俊: 特別講演「造影ハーモニック法による肝細胞癌の診断と治療, 最近の新しい

展開」腹部造影超音波セミナー, 新潟大学, 新潟, 平成 13 年 9 月 7日 

 

33. 工藤正俊: 教育講演「肝癌の局所治療」, 日本ハイパーサーミア学会第 18 回大会, 東

京都文京シビックホール, 東京, 平成 13 年 9 月 8日 

 

34. 工藤正俊: 特別講演「肝におけるカラー/ パワードプラと経静脈的造影超音波の臨床的

意義」, 北海道腹部造影エコー・ドプラ診断研究会, 札幌, 平成 13 年 9 月 29 日 

 

35. 工藤正俊: 特別講演「C型肝炎と肝がんは克服できる: 最新情報」, 第 5 回近畿大学公

開講座, さやかホール, 大阪狭山市, 平成 13 年 10 月 5 日 

 

36. 工藤正俊: ランチョンセミナー「造影エコー診断の肝癌局所治療への応用：治療効果判

定・局在および穿刺ガイド」, 第 20 回Microwave Surgery研究会, 東京ガーデンパレス, 



平成 13 年 10 月 13 日 

 

37. 工藤正俊: 教育講演「肝細胞癌の画像診断の進歩」, 第 6 回日本外科病理学会学術総会, 

神戸大学医学部神緑会館, 神戸, 平成 13 年 10 月 20 日 

 

38. 工藤正俊: ラジオ出演「肝癌の早期発見と治療」, 毎日放送「家庭医学」, 大阪, 平成

13 年 11 月 18 日 

 

39. 工藤正俊: 講演「C型慢性肝炎における新しい治療戦略」, コンセンサスミーティング, 

ヒルトンホテル大阪, 大阪, 平成 13 年 11 月 21 日 

 

40. 工藤正俊: ラジオ出演「ウイルス性肝炎・肝癌の診断と治療」, 毎日放送「家庭医学」, 

大阪, 平成 13 年 12 月 9 日 

 

VI. 招待講演・特別講演（海外） 

 

1. Kudo M: Special Lecture "Diagnosis and Treatment of Hepatocellular Carcinoma: 

Special Emphasis on Harmonic Imaging", GE Medical Meeting in Milwaukee, Milwaukee, 

Feb 29, 2001. 

 

2. Kudo M: Invited Lecture "Diagnosis and Treatment of Hepatocellular Carcinoma: 

Recent advances" The 857th Radiology Ground Round, Seoul National University, 

Seoul, Korea, June 30, 2001. 

 

3. Kudo M: Invited Lecture "Recent Advances of Imaging Diagnosis and Ablation of 

Hepatocellular Carcinoma"  The 3rd symposium of the Korean Liver Cancer Study 

Group (KLCSG), Seoul, Korea, June 30, 2001. 

 

4. Kudo M: Special Lecture "Has vascular enhancement with Levovist changed diagnosis 

of liver tumors?" The Third International Kyoto Symposium on Ultrasound Contrast 

Imaging, Kyoto, Japan, November 17, 2001. 


